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日本説得交渉学会第13回研究大会　実施報告 
大会実行委員長　田村 次朗（慶應義塾大学法学部教授）

　　 
2020年2月頃に発生した新型コ

ロナウイルスの影響により、第13回
研究大会（2020年10月31日
（土））は当学会史上初となるオン
ラインによる開催となりました。社
会では、新様式での生活が求められ
ていますが、学会もこれに適応した
新しい形を求めた結果、このような
形となりました。 
例年、夏休み前に開催される

フォーラムは、新型コロナウィルス
流行のため延期となり、今回は研究
大会に簡素化した形で組み込むこと
となりました。 
研究大会当日は、10時30分よ

り、ハーバード大学ケネディ・ス
クール上級講師のマーシャル・ガン
ツ氏に特別講演をして頂きました。
米国第44代大統領バラク・オバマ氏
もガンツ氏から学生時代に学び、大
統領選挙では公人のストーリー・テ
リングを実践することで当選するこ
とができたと言われています。その
ようなリーダーシップを牽引する方
からのご発表ということもあり、オ
ンライン開催にも関わらず、100人
以上の方々にご参加頂きました。な
お、昨年度に引き続き、慶應義塾大
学グローバル・グローバル・リサー
チ・インスティチュートとの共催で
行われました。 
13時より理事会が開かれ、報告

事項、審議事項を確認した後、今後
の学会会員を増やしていくための対

策、学会運営に関する人事を中心に
活発な議論が交わされました。それ
に引き続き、13時40分から総会が開
かれました。 
研究発表は、14時30分から行わ

れました。以下に発表タイトルと発
表者、討論者のお名前を列挙させて
頂きます（敬称略）。 

【研究発表】 
・「企業現場における異文化コミュ
ニケーション～当たり前が違う相手
とどううまくやっていくか～」 
田中康之（株式会社

BRICOLEUR） 
本発表は、延期されたフォーラ

ムで発表予定だった内容を簡素化し
てご発表頂きました。 
・「コロナ禍における垂直発達型
リーダーシップ理論の意義」 
渡邊理佐子（慶應義塾大学グ

ローバル・リサーチ・インスティ
チュート特任所員） 
討論者：田村次朗（慶應義塾大

学） 
・「環境啓発ボードゲームの開発と
次世代参加型教育の試み」 
山川悟（東京富士大学）、広末

守正（株式会社　花王） 
討論者：山下史郎（女子栄養大

学） 
・「コロナ禍で複雑化する課題

に適応できるリーダーシップ力の育
成～オンライン教育におけるﾃｨｰﾁﾝｸﾞ
ｱｼｽﾀﾝﾄの学びと貢献～」 
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田村次朗（慶應義塾大学）、渡
邊竜介（サンディエゴ大学） 
討論者：下村正樹（三井物産） 

大会に参加して 
田中康之 

　（株式会社BRICOLEUR） 

きっかけは大学時代の恩師であ
る田村先生から「説得交渉力フォー
ラム」での講演の依頼があり、コロ
ナ禍によって「研究大会」に統合さ
れた流れで参加させていただきまし
た。企業において長年組織人事に携
わってきた実務家の立場から、企業
現場における異文化コミュニケー
ションについてお話しました。“学
会”ということで少し身構えての参加
となりましたが、実務家に対する
オープンな雰囲気がオンラインの場
でも感じられ、当初の不安は杞憂に
終わりました。他の発表内容も「コ
ロナ禍におけるリーダーシップ理
論」「ボードゲームを活用した参加
型教育」「アクティブラーニング型
授業におけるティーチング・アシス
タントの経験と学び」など、企業現
場にも参考になる多くのヒントを得
ることができました。“説得・交渉”
や“リーダーシップ”をテーマとする
学会だからこそ、これからも異質な
立場の方々が集い、新たな実践知が
生まれる場であってほしいと思いま
した。 

研究室紹介 
杉田一真 

　（産業能率大学） 

本学は、マネジメント研究の先
駆者であり日本初の経営コンサルタ

ントである上野陽一が「マネジメン
トの思想と理念をきわめ、これを実
践の場に移しうる」人材の育成のた
めに創設しました。1942年に日本能
率学校を設立して社会人教育をス
タートし、その後、短期大学、通信
教育課程、大学、大学院と順次、学
生教育部門を発展させてきました。
現在、大学は2学部3学科で約3,900
名、通信教育課程は約3,600名、大
学院は約200名の学生が在籍してい
ます。本学は社会人教育を起源とし
ていることから社会との接続性にこ
だわり、企業や地域、スポーツ団体
等と連携したプロジェクト学習
（Project Based Learning, PBL）
を特徴としています。日本説得交渉
学会とのつながりでいえば、たとえ
ば経営学部には「説得・交渉力を高
める」や「英語で交渉 ネゴシエー
ション」などの科目があり、経営学
科には「ビジネスリーダーコース」
が設置されているなど、マネジメン
トスキル育成の観点から説得や交渉
について学習する機会を多数用意し
ています。 
　私は、経営コンサルタントと

して大手企業の経営管理制度の構
築、マーケティング戦略の策定など
に従事した後、慶應義塾丸の内シ

ティキャンパスや福澤諭吉記念文明
塾などで社会人教育に携わり、嘉悦
大学経営経済学部、慶應義塾大学院
政策・メディア研究科での教育研究
活動を経て、産業能率大学に着任し
ました。奇しくも経営コンサルティ
ング、社会人教育、学生教育、研究
という4本柱でキャリアを重ねてきた
私が、現在、社会人教育と学生教
育、研究、そして企業コンサルティ
ングを行っている産業能率大学に縁
をいただいたことは偶然ではないよ
うな気がしています。 
　近時は、理論と実務をつなげ

る研究に注力しています。たとえ
ば、交渉学理論に基づいた研修の効
果を計測するために、企業の協力の
もと、研修を受講する実験群と研修
を受講しない対照群を設定して交渉
力の変化、営業成績との関係等を調
査する試みを行っています。研修前
の交渉力の程度にかかわらず交渉研
修が一定の効果を発揮することや、
研修を受けていない非受講者のスコ
アは事前・事後でほとんど変化せ
ず、営業担当者として営業経験を積
み重ねただけでは必ずしも交渉力は
向上しないことなど、興味深い示唆
が得られつつあります。また大学人
としては、2016年から学長補佐を務
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めており、文科省の補助金事業や第
三者評価などにおいて、日々、対内
的・対外的な説得交渉に追われてい
ます。 
　これからも、研究と実務、理

論とスキルの間を行ったり来たりし
ながら、両者の接続性を高める活動
に尽力していきたいと思っていま
す。 

理事会議事報告 

開催年月日 2020年10月31日
（土）13時00分～ 
開催方法 ZOOMによるオンライン
会議 
議長 田村次朗 
報告事項1号から9号までが議長か
ら報告され、承認された。 
〈報告事項〉 
慶應義塾大学において 
1.　第12回大会（2019年10月21
日　田村次朗大会委員長）は無事終
了した。 
2.　第13回大会が、慶應義塾大学
（田村次朗大会委員長）で開催され
ることが決定した。 
3.　学会誌第11巻が刊行された。 
4.　会報第11号が発行された。 
5.  例年開催されるフォーラムは、
新型コロナウィルス流行のため延期
となり、研究大会（オンライン開

催）に簡素化した形で組み込むこと
となった。 
6.　役職・役員異動 
・新理事就任　　杉田一真 
・新事務局スタッフ　廣瀬翔太郎　　 
7.　2020年度学会賞の選考につい
て 
・該当者なし　  
・来年度以降へ向けて、選考への
ご協力のお願い  
8.　2019年度学会収支報告 
9．入会者　2名（入会順、敬称
略）　廣瀬翔太郎、緒方 義人 
10．退会者　1名（敬称略） 
　　  天野紗緒里（休会） 

 〈審議事項議案〉 
1.　2021年度第14回大会主催校 
及び 大会委員長の確認 
2.　会員数の増加のための方策に
ついて 
3.　会費納入方法の変更につい
て：オンライン決済システムの導入 

 〈 議案別の審議要旨〉 
コロナウィルスの影響次第で開催
方法は別途検討するものの、第14回
大会の主催校は、慶應義塾大学。大
会実行委員長は、田村次朗 
田村会長から、渡邊理事には国際
化、杉田理事には学会改革等のご活
躍が期待されるとの発言。また、榊
理事から小委員会を設置し、学会員
数及び理事の人数等に関する議論の
場を設けるべきだとの発言。これ
に対して、田村会長から今後検討
する旨の発言。 
今後もオンライン決済システム
を継続使用する旨、承認。 

（議長 田村次朗） 

2018年度学会賞 
 
[論文賞] 
該当者なし 

[出版賞専門書部門]　 
該当者なし 

[出版賞普及啓蒙書部門]　　　 
　該当者なし 

講演会報告 
 

マーシャル・ガンツ氏講演会　 
2020年10月31日(土) 
Zoom開催 

「パブリック・ナラティブ：
リーダーシップ、ストーリーテリン
グ、アクション」 
　ハーバードケネディスクール 

（公共政策大学院）上級講師 　マー
シャル・ガンツ氏 

説得交渉学研究第12巻　 
 

「説得交渉学研究第12巻」が2020
年12月に無事刊行されました。ご寄
稿いただいた皆様、まことにありが
とうございました。 
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